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州
政
府
が
連
邦
政
府
と
対
立

水
問
題
が
首
相
選
挙
の
目
玉
に

国
・州
政
府
の
水
不
足
対
策

水
不
足
に
対
し
て
の
国
や
州

の
対
策
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の

か
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
議
会

制
民
主
主
義
を
と

っ
て
い
る
。

連
邦
政
府
は
国
と
し
て
必
要
な

外
交
い
通
商
、

国
防
、

移
民
間

題
を
扱
う
よ
う
に
憲
法
で
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
は
州

政
府
の
管
轄
事
項
に
も
深
く
介

入
し
て
い
る
。

独
立
独
歩
の
姿

勢
を
持
つ
多
く
の
州
は
、

時
と

し
て
連
邦
政
府
と
激
し
く
対
立

す
る
。

政
策
の
実
施
に
あ
た
り

連
邦
政
府
と
州
政
府
お
よ
び
地

方
政
府
の
レ
ベ
ル
で
絶
え
ず
討

議
さ
れ
る
の
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
政
治
の
特
徴
で
も
あ
る
。

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
ビ

ー
テ
ィ
ー

首
相
が

「下
水
処
理

水
を
飲
料
水
に
…

」
と
宣
言
し

た
こ
と
に
最
も
喜
び
、

敏
感
に

反
応
し
た
の
は
連
邦
政
府
の
ジ

ョ
ン

・
ハ
ワ
ー
ド
首
相
で
あ

っ

た
。

翌
日
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
「私

は
長
い
間
、

水
リ
サ
イ
ク
ル
必

要
性
を
提
唱
し
て
き
た
ビ
ー

テ

ィ
ト

首
相
の
提
案
を
強
く
支
持

す
る
。

彼
は
本
当
に
正
し
い
」
。

さ
ら
に

ハ
ワ
ー
ド
首
相
は

「水

管
理
問
題
に
つ
い
て
各
州
首
相

を
招
集
し
会
談
を
し
た
い
。

連

邦
政
府
は
水
管
理
政
策
に
１
０

０
億
ド
ル
の
資
金
を
用
意
す

る
」
と
力
説
し
た
。

こ
れ
に
対

し
各
州
首
脳
の
反
応
は
極
め
て

冷
た
か

っ
た
。

連
邦
政
府
の
水

管
理
会
談
の
提
唱
は
、　

目
四内

最
大
の
流
域
面
積
を
持
つ
マ
レ

ー

・
ダ
ー
リ
ン
川
流
域
の
取
り

扱
い
権
限
を
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
州
や

ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ

ェ
ー

ル
ズ
州
、

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

州
か
ら
取
り
上
げ
る
政
策
で
あ

り
、

簡
単
に
は
同
意
で
き
な
い

と
語

っ
て
い
る
。

ま
た
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
州

・
首
相
の
提
唱

し
た

「下
水
処
理
水
を
飲
料
水

に
」
は
、

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

州
の
マ
イ
ク
首
相
、

ニ
ュ
ー

サ

ウ
ス
ウ

ェ
ー

ル
ズ
州
の
イ
エ
マ

首
相
も

「ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

州
の
提
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。

あ
く
ま
で
も
下
水
処
理
水

は
飲
料
で
は
な
く
、

濯
概
用
水

に
限
る
べ
き
。

た
と
え
厳
し
い

水
質
基
準
が
あ

っ
て
も
」
全
苺

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州

・
野

党
党
首
の
ロ
ー
レ
ン
ス

・
ス
プ

リ
ン
ク
ボ
ー

ク
氏
は

「
下
水
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
水
に
は
高
い

数
値
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

（女
性

ホ
ル
モ
ン
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、

生
物
や
人
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
。

性
転
換
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
絶
対
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
抗
議
し
て
い
る
。

こ
の

主
張
、

科
学
的
な
根
拠
は
と
も

か
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
米
国

に
次
ぐ
ゲ
イ

（同
性
愛
者
）
大

国
で
も
知
ら
れ
て
い
る
背
景
が

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、

来
年
改
選
時

期
を
迎
え
る
ジ
ョ
ン

・
ハ
ワ
ー

ド
連
邦
政
府
首
相
は

「こ
の
水

管
理
問
題
は
単
な
る
州
の
問
題

で
は
な
く
、

金
て
の
国
民
の
命

に
係

っ
た
建
国
以
来
の
非
常
事

態
。

水
環
境
問
題
の
解
決
に
は

連
邦
政
府
の
関
与
が
不
可
欠
、

全
州
の
首
相
は
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に

集
ま
れ
」
と
強
気
の
姿
勢
を
貫

い
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
昨

年
１１
月
に
招
集
し
た
水
不
足
問

題
の
緊
急
首
脳
会
議
で
３
州

（
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
エ
ー

ル
ズ

州
、

南
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
州
、

ジ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
）
と
会
談
し

た
が
、

不
調
に
終
わ

っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
。

ハ
ワ
ー
ド

首
相
の
意
を
受
け
、
国
家
水
道

委
員
会
も

「国
民
は
水
供
給
不

足
を
解
決
す
る
た
め
に
、

下
水

処
理
水
の
使
用
を
積
極
的
に
検

討
す
べ
き
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
。

ま
た
同
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
公
共
事
業
局
は
、

水
リ
サ
イ

ク
ル
先
進
国
の
シ
ン
ガ
ボ
ー

ル

を
現
地
調
査
す
る
意
向
を
示

し
、

す
で
に
シ
ン
ガ
ボ
ー

ル
当

局
と
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
い
る
。

一
方
、

各
州
の
首
相
は
独
自

の
提
案
を
主
張
し
て
い
る
。

例

え
ば
イ
エ
マ
首
相
は
未
使
用
の

鉄
道
ト
ン
ネ
ル
に
雨
水
を
貯
留

し
、

そ
の
雨
水
を
国
会
議
事
堂

で
使
用
す
る
計
画
を
発
表
。

ま

た
シ
ド
ニ
ー
の
南
部
に
１５
万
ナ

／
日
の
海
水
淡
水
化
設
備
を
建

設
す
る
と
し
、

環
境
保
護
団
体

の
反
対
を
か
わ
す
た
め
に
、

海

水
淡
水
化
設
備
で
必
要
な
電
力

は
、

全
て
風
力
等
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
と
明

言
し
、

さ
ら
に
労
働
党
が
再
選

さ
れ
れ
ば

「貯
水
量
が
３０
％
を

切

っ
た
場
合
、

必
ず
海
水
淡
水

化
設
備
を
建
設
す
る
」
こ
と
を

公
約
に
掲
げ
て
い
る
。

つ
ま
り

水
問
題
解
決
は
次
の
首
相
選
挙

の
目
玉
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
委

員
会
の
グ
レ
ア
ム
氏
は

「
ニ
ュ

ー
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
は
好

況
の
時
に
、

水
イ
ン
フ
ラ

（ダ

ム
、

貯
水
設
備
）
に
投
資
せ
ず

人
口
増
加
に
追
い
つ
か
な
い
事

態
に
な

っ
た
、

こ
れ
は
明
ら
か

に
失
政
で

．あ
り
人
災
≡
と
非
難

し
て
い
る
。

政
治
家
の
間
で
は

水
の
枯
渇
が
す
す
む
に
つ
れ
、

次
の
選
挙
と
相
ま

っ
て
、

水
論

議
が
沸
騰
し
て
き
て
い
る
。

（
つ
づ
く
）

表 再 生水主要水質基準 修ラスAブラス)

用途 トイレのフランシユ水、庭への散水、洗車、遊材開水

ウィルス類 ログ6除去、パクテジアファージを指標として

パクテ)ア額 ログ5除去、大鵬菌を指標として

プロトノア頼 ログ5除去、禅菌を指標として

大腸菌 1血′1001nLttiCOlo■yforminguttts

嫌気性楳菌 1ばW100mL
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表


